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○ 国語科の改善の基本方針はどのようになっているか。

国語科の改善の基本方針は，平成20年１月の中央教育審議会答申に次のように示され
ている。

○ 国語科については，その課題を踏まえ，小学校，中学校及び高等学校を通じて，言語

の教育としての立場を一層重視し，国語に対する関心を高め，国語を尊重する態度を育

てるとともに，実生活で生きてはたらき，各教科等の学習の基本ともなる国語の能力を

身に付けること，我が国の言語文化を享受し継承・発展させる態度を育てることに重点

を置いて内容の改善を図る。

特に，言葉を通して的確に理解し，論理的に思考し表現する能力，互いの立場や考え

を尊重して言葉で伝え合う能力を育成することや，我が国の言語文化に触れて感性や情

緒をはぐくむことを重視する。

そのため，現行の「話すこと・聞くこと」，「書くこと」及び「読むこと」からなる領

域構成は維持しつつ，基礎的・基本的な知識・技能を活用して課題を探究することので

きる国語の能力を身に付けることに資するよう，実生活の様々な場面における言語活動

を具体的に内容に示す。また，現行の〔言語事項〕の内容のうち各領域の内容に関連の

深いものについては，実際の言語活動において一層有機的にはたらくよう，それぞれの

領域の内容に位置付けるとともに，必要に応じてまとめて取り上げるようにする。

また，〔言語文化と国語の特質に関する事項〕を設け，我が国の言語文化に親しむ態度

を育てたり，国語の役割や特質についての理解を深めたり，豊かな言語感覚を養ったり

するための内容を示す。

○ 子どもたちの発達の段階を踏まえた学習の系統性を重視し，学校段階・学年段階ごと

に，具体的に身に付けるべき能力の育成を目指し，重点的な指導が行われるようにする。

その際，小学校においては日常生活に必要な国語の能力の基礎を，中学校においては

社会生活に必要な国語の能力の基礎を，高等学校においては社会人として必要な国語の

能力の基礎をそれぞれ確実に育成するようにする。

○ 古典の指導については，我が国の言語文化を享受し継承・発展させるため，生涯にわ

たって古典に親しむ態度を育成する指導を重視する。

漢字の指導については，実生活や他教科等の学習における使用や，読書活動の充実に

資するため，確実な習得が図れるよう，指導を充実する。書写の指導については，実生

活や学習場面に役立つよう，内容や指導の在り方の改善を図る。

敬語の指導については，人間関係を円滑にし，日常の言語生活を豊かにするため，相

手や場に応じた言葉遣いが適切にできるようにすることを重視する。言葉のきまりの指

導については，系統的に指導するとともに，実際に文章を書いたり読んだりするときな

どに役立つよう，指導の改善を図る。

読書の指導については，読書に親しみ，ものの見方，感じ方，考え方を広げたり深め

たりするため，読書活動を内容に位置付ける。教材については，我が国において継承さ

れてきた言語文化に親しむことができるよう，長く読まれている古典や近代以降の作品

などを，子どもたちの発達の段階に応じて取り上げるようにする。
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これを受けて，国語に関する改善の具体的事項が，高等学校については次のように示さ
れている。

○ 中学校までに培われた国語の能力を更に伸ばし，社会人として必要とされる国語の能力の

基礎を身に付けることができるようにするとともに，生徒一人一人の能力・適性，興味・関

心に応じた多様な学習が行われるよう，各科目の構成及び内容を次のように改善する。

(ｱ) 「国語総合」は，現行の「国語総合」の内容を改善したものとする。実社会で活用できる

国語の能力を身に付けるため，話すこと・聞くこと，書くこと及び読むことの学習が総合的

に行われるよう，内容を改善する。

その際，特に，文章や資料等を的確に理解し，論理的に考え，話したり書いたりする能力

を育成することや，我が国の言語文化を享受し継承・発展させる態度の育成を通して，感性

や情緒をはぐくむことを重視する。

(ｲ) 「国語表現」は，現行の「国語表現Ⅰ」及び「国語表現Ⅱ」の内容を再構成したものとす

る。「国語総合」の学習を踏まえ，文章や資料等を的確に理解し，論理的に考え，適切に話

したり書いたりする力など，実社会で活用することのできる表現の能力を確実に育成すると

ともに，進んで表現する意欲や現代の国語の向上を図る態度をはぐくむようにする。

(ｳ) 「現代文Ａ」は，近代以降の文章を対象とし「古典Ａ」と対をなす科目として新設する。

「国語総合」の学習を踏まえ，生涯にわたって日常的に読書に親しむ態度をはぐくむ。関連

して，言語生活の在り方，言語の役割，国語の特質等についても指導し，我が国の言語文化

に対する理解ができるようにする。

(ｴ) 「現代文Ｂ」は，現行の「現代文」の内容を改善したものとする。「国語総合」の学習を

踏まえ，近代以降の様々な種類の文章や資料を教材として取り上げ，話すこと・聞くこと，

書くこと及び読むことの言語活動を通して，読む能力のみならず，読んだことをもとにして

考え，判断・評価し，それをまとめて論理的に表現する能力を育成するとともに，文字・活

字文化に対する理解が深まるようにする。

(ｵ) 「古典Ａ」は，現行の「古典講読」の内容を改善したものとする。「国語総合」の学習を

踏まえ，古典の原文（近代以降の文語調の文章を含む）のみならず，古典についての解説文

や小説，随筆なども教材として幅広く取り上げ，古典の世界に親しむ態度をはぐくむ。関連

して，言語の役割，国語の成り立ちや特質についても指導し，我が国の言語文化に対する理

解ができるようにする。

(ｶ) 「古典Ｂ」は，現行の「古典」の内容を改善したものとする。「国語総合」の学習を踏ま

え，古典の原文や，古典についての評論文などを教材として取り上げ，話すこと・聞くこと，

書くこと及び読むことの言語活動を通して，系統的に古典に接することができるようにし，

古典に対する関心と知識を高め，古典を読む能力を育成する。


